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変態期の サ ン シ ョ ウ ウオ幼生の 外總上 皮細胞の 形態

加藤征治，栗原
一
茂 （大分医大 ・解 剖）

External　gill　epithelial 　cells 　of　larval　salamander 　during 　metamorphosis

SEIJI　KATO ，　 KAzusHIGE 　 KURIHARA

変態期 に お け る外 9思上 皮細胞 の 変化を オ オ イ タ サ 〃
。 ウ ウ オ （Hyn ・bi・・　 d・ nni ・T ・g ・）幼生 を 胤 、て 電顕

で 調 べ た 。 変態期 の 外鰓 は 腮糸が消失 し 鰓葉 も棍棒状と な り，表層 の 上皮細胞層 は 線毛が 脱落 し上 皮は 重層扁

平 とな っ た 。 変態前期 の 上 皮細胞層に は い り くん だ細胞間腔があ b，そ の 内面 に は強い ATPase 活性がみ ら

れ た が．変態期 に な る と細胞間腟 は さ らに 拡大 し，ATPase 活性 は 低下 した。こ の 間腔 に は 退縮 ・変性途 上 の

細胞 が 隣接 す る 細 胞 に 取 り囲 まれ て 埋 没 し て い た 。 退縮細胞 には 表層分泌顆粒が 消失 し， ミ ト コ ソ ド V ア や 小

胞 体が膨潤し．多数 の 粗大な自己融解空胞 が 出現 した。こ れ ら空胞や ゴ ル ジ 嚢 に は 強 い 酸性 フ ォ z フ ァ タ ーゼ

活性がみ られた 。 さ ら に ，上 皮細胞間 や上 皮下 に は しば しば マ ク ロ フ ァ
ージ，リ ソ パ 球，好異球 などの 侵 入 が

認 め られた 。以上 の 所見は 変態に伴 う呼吸．ヒ皮細胞 の 慶能的変化 や 変態後 の 形態形 成 の 機序 を考察す る うえで

興味深い 。

無尾両生類 の離後体の 電顕的観察一
幼体及び成体の 実質緬胞 の 比較

佐 々 木由利，牧野尚哉 （東京医 大 ・生物）
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YuRI　SASAKI ，　 NAOYA 　 MAKINO

　無尾両生 類 の 鰓 後体 は 属種 に よ bその 形態 が 異なる が，それ ら の 細胞構成を知 る 目的 で，今回 は Rana 属 の

ト ノ サ マ ガ エ ル ・ウ シ ガ エル の 幼体お よ び成体を材料 に 微細構造 の 比較を 行 な っ た 。 幼体 ・成 体共 に 上 皮実質
細胞 は そ の 細胞質に 微小顆粒 （径 150nm 内外）を有す る ほ ぼ柱状 の 細胞 で 占め られ る 。

こ れ らの 細胞中，核細
胞質共に 明 る い 細胞暗い 細胞 が 識別 で きた 。 こ の 相異は核に つ い て は ク 卩 マ チ ソ の 量 に よ り，細胞質は 粗面小

胞体，リボ リーム お よび 微小顆粒 の 量 の 差 に よ る と 思わ れ る 。 明 暗細 胞 は 偏 在 し厚 い 上皮部位 に は 明細胞 が 多

く，ま た 内腟 よ りに は 暗細 胞 の 退化中 とみ られ る 細胞 が 多い 。こ の 明暗 の 差 は 細胞機能の 差か ，あ るい は細胞
変化 か 今 の と こ ろ 不明で あ る 。 ま た成体 に お い て 巨大 で上 皮 の 薄 い 鰓後体で は ，明暗細胞 の 他 に ，形 質細胞様

の 細胞，粘液細胞，繊毛細胞が 観察 され た。こ の 鐚 後体 の 形態 と こ れ ら細胞の 出現 とか ら．aging と の 関係 も

考えられ る 。

モ リア オ ガ エ 儿 幼生の 食性によ る腸形態の変化

堀 内真理 ，越田　豊 （阪大
・
教養 ・生物）

Merphological 　change 　of　inしestine 　by　feeding　habit　in　ノ〜hacephoア us 　arberezas 　larvae

SIIINRI　HoRIucHI ，　 YuTAKA 　 KosHIDA

　
．1 リア オ ガ エ ル 幼生を孵化後 2 群 に 分け．動物食 （煮た 鶏卵）と植物食 （煮た ホ ウ レ ソ ソ ウ ） とで 飼 育 した

時，後者 の 腸長は 著 し く長 い こ とを 見 出 した。両群 お よ び 給餌開始 か ら約 2 週間後 に 動物食か ら植物食 へ 変え

た 換餌群の 体 長 と腸 長 の 相関 を約 2 週 に わた り調 べ る と，植 ・換 ・動各群 の 相関係数 は そ れ ぞれ   ．98，0．97，
0．67と な っ た 。 こ の 間 の 3 群 の 腸 の 横断切片 の cutout を作成，形態計測 法 的 手 法 に よ っ て 比較 した と こ ろ，
肉食群は 草食群 の 約 2 倍の 腸壁厚を も ち ， そ の 厚 さは 換餌 に よ り急減す る こ と．腸内腔表面積 （腸断面内周長

と腸長 の 積）と体長 と の 相関係数 は 腸長 と体長 との そ れ と同 じで ある こ とが 示 さ れた 。i奐餌処 理 に よ っ て 腸

上 皮細胞の 同 調分裂が 誘起 さ れ ，そ の 際増加 し た上 皮 細 胞 が 腸 の 伸長を もた らす こ と を先 に 報告 した が，今回

の 総抵的検討 の 結果 も先 の 結果 を 支持し，換餌に 伴 う上 皮細胞 の 増加 は 腸 の 長 軸方向に 起 る こ と を示 唆して い

る 。

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


